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ご　挨　拶

　この度、青森大学脳と健康科学研究センター（CBHS）の第６回目の年報を発刊

するにあたり、センター長の片山容一先生をはじめとするスタッフの皆様のご尽力

に対しまして、青森大学を代表して感謝申し上げますとともに今後のセンターの研

究の一層の進展を心から願っております。

　青森大学脳と健康科学研究センターは、2017年の創設以来、脳からの健康づくり

をメインのテーマに、青森大学が蓄積してきた健康科学に関する研究と青森新都市

病院の有する最先端の医療技術を結合することによって「スポーツ健康科学」「脳

神経外科学」「スポーツ脳神経医学」「リハビリテーション脳神経医学」「臨床薬学」

の５つのテーマのもと新たな知の創出を行っております。

　本学にとって、CBHSは青森ねぶた健康研究所とともに医療の分野において最先

端の知を創造する拠点として位置づけられております。このような意味で、CBHS

は青森大学および薬学部にとって私のビジョンの一つである「尖った大学」の象徴

となるユニークなセンターとなっております。本誌の活動状況報告からも明らかな

ように、今年度もCBHSの研究員が関わった多くの研究成果が発表されており、着

実に成果を蓄積していることは非常に喜ばしい限りであります。

　今後は、CBHSが地域のみならず我が国の脳に関わるCOEとして発展していくこ

とを期待しています。そのためには、研究員がワクワクし、かつ社会にとって必要

不可欠な研究のアジェンダを設定し、CBHSが研究のアジェンダに関連する優秀な

人材を結集できるようなプラットフォームとなっていくことが望まれます。このユ

ニークな組織を本学と連携して設立した医療法人雄心会と青森新都市病院の関係者

の方々にはこれまでのご尽力に心から感謝申し上げます。

　これからも、青森大学は、脳と健康科学研究センターと本学の４学部、総合研究

所そして青森ねぶた健康研究所との間に相乗効果を創出して、地域の発展と健康増

進により大きな貢献ができるよう運営していく所存です。

　最後に、青森大学脳と健康科学研究センターの運営に益々のご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。

� 令和５年３月８日　

青森大学学長　　金井　一賴
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ご　挨　拶

　青森大学脳と健康科学研究センターは，青森大学と青森新都市病院が連携し，

「脳からの健康づくり」をテーマにして平成29年に設置されました．「脳を守ること

が健康づくりの第一歩である」という考え方を背景に，それを科学として裏づける

ことを目的としています．

　この年報は，開設から６年目にあたる令和４年度の活動状況と研究成果をまとめ

たものです．各部門は，それぞれ着実に成果をあげています．

　この年度には，従来にも増して，国外への研究成果の発信が活発になりました．

国際学術誌に研究論文が掲載され，国際的な学術集会での講演依頼や，海外の大学

との交流も増えています．東アジア圏で実施していた神経障害性疼痛の薬物療法に

関する治験も順調に進み，その成果の一部が国際学術誌に掲載されることになって

います．

　また，健康寿命延伸を目的とした「青森健康体操」が完成しましたので，地域の

みなさんのお力添えをいただき，これを活用するための問題点を検討しています．

その成果を踏まえて，有効性や安全性についての治験を計画する予定です．

　青森新都市病院は，日本脳卒中学会に認定された一次脳卒中センター（PSC）です．

最先端の技術と設備を整え，脳卒中の診断や治療はもちろん，脳卒中を予防するた

めの脳ドックや，社会復帰のためのリハビリテーションにも力を入れています．こ

うした活動をとおして，「脳を守ることこそ健康づくりの第一歩である」ことを，

一つひとつ誰の目にも見えるようにする研究も進めていきたいと考えています．

　学校法人青森山田学園理事長の岡島成行先生，医療法人雄心会理事長の伊藤丈雄先

生，青森大学学長の金井一賴先生には，開設当初より温かいご指導ご鞭撻をいただい

てまいりました．また，数多くの個人や団体・企業のみなさまからも，いろいろなご

支援ご協力をいただいております．この紙面を借りて心から御礼申し上げます．

青森大学 脳と健康科学研究センター センター長　　片山　容一
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ご　挨　拶

　雄心会・青森新都市病院と青森大学が提携して青森大学脳と健康科学研究セン

ターが開設されてから、６年が過ぎました。その半分である３年間続いた新型コロ

ナウイルス感染症による日常活動の制限も、いよいよ来年度は感染症の分類が見直

され、イベントの制限解除から講演会などの啓蒙活動や調査研究も再開できるよう

になります。今年度は相変わらずのコロナ禍の制約の中で主だった活動はできませ

んでしたが、来年度は新たなテーマも企画していきたいと思っています。薬学教育

における青森大学と青森新都市病院の関係性においては、新都市病院の先生方によ

る薬学部講義、実務実習においては新都市病院での薬学生の受け入れなどの関係性

を築き上げてきました。今後とも研究・教育の拠点として発展できるように進めて

まいりますので、至らぬ点があるかと思いますが、皆様のご指導、ご鞭撻を賜りま

すよう、よろしくお願い申し上げします。

　最後になりますが、本センターは医療法人雄心会および学校法人山田学園をはじ

めとして、数多くの個人や企業のご支援によって設立運営されております。深く感

謝するとともに、今後ともご支援・ご指導の程、宜しくお願いいたします。

� 令和５年３月31日　

青森大学 脳と健康科学研究センター 副センター長　　水野　憲一
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研究部門の概要
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⑴　研究目的

　�　青森大学が進めてきた健康科学に関する研究と，青森新都市病院の持つ最先端の医療技

術が連携し，「脳を活かすこと」に重点をおいて「健康の増進」と「健やかな超高齢社会

の実現」を目指し，独自の視点からさまざまな研究に取り組むことを目的としております．

⑵　研究課題

　�　当研究センターの５つの部門に所属する研究者の過去５年の実績をもとに，これからの

研究を展開するにあたって，具体的な計画立案を講じることが重要な課題となっておりま

す．

⑴　スポーツ健康科学部門

　�　主な研究テーマは，スポーツと健康増進，運動と関連する脳循環，神経受容体の変化で

す．スポーツやエクササイズを含む身体活動量の増加は，脳血管障害を含む生活習慣病の

予防に効果的に作用します．神経科学的解析方法を活用し，運動が脳機能に及ぼす作用の

メカニズムを解明する研究に取り組んでいます．

⑵　脳神経外科学部門

　�　主な研究テーマは，脳神経外科学の視点から見た健やかな超高齢社会の実現です．脳神

経外科学は手術以外にも科学と共に発展してきました．特に脳機能研究では局在論と全体

論の両者に深くかかわってきた歴史があります．社会と共に歩み，脳と脊髄を守るための

研究を脳神経外科学の観点から進めていきます．

⑶　スポーツ脳神経医学部門

　�　主な研究テーマは，スポーツによる脳振盪，外傷性脳損傷，慢性外傷性脳症への対策で

す．スポーツは健康増進法の一つですが，どんなスポーツでも怪我の危険が伴います．と

くに頭の怪我は，繰り返すと重篤な後遺症を引き起こします．スポーツ頭部外傷の病態を

研究し対策を講じることで脳を守り，安全にスポーツができる環境の構築を目指していま

す．

２．研究部門（令和４年度）

１．研究目的および研究課題
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⑷　リハビリテーション脳神経医学部門

　�　主な研究テーマは，リハビリテーションによる脳機能の再建と健康増進への応用です．

現在，リハビリテーションに経頭蓋磁気刺激を併用して，脳卒中後上肢機能を回復し，身

体及び脳機能の再建ならびに健康増進を開始しています．対象を健常人に拡大する予定で

す．

⑸　臨床薬学部門

　�　主な研究テーマは，健康寿命を阻む青森特有疾患の薬学的研究です．青森県に特有な疾

患に対する薬剤の疫学的検討，各種後発品の薬剤特性の解析と適正使用推進に関する研

究，特許切れ後の新薬と後発品発売動向に関する研究を進め，臨床現場と薬学を橋渡しす

る研究，特に青森に特有な疾患に関して疫学的検討を行い解析します．さらに，薬物動態

的手法を用い，後発品を中心とした医薬品の選択の最適化研究を実施します．
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研究メンバーの紹介
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青森大学 脳と健康科学研究センター

スポーツ健康科学部門

脳神経外科学部門

センター長　片山 容一 教授

主任研究員　日浦 幹夫 教授

主任研究員　三國 信啓 客員教授

1974年 日本大学医学部卒業
　　　　 �バージニア医科大学脳神経外科
　　　　 �カリフォルニア大学UCLA医学部脳神経外科などを経て，
1995年 日本大学医学部脳神経外科教授
　　　　 �医学部長・副総長なども兼務
　　　　 �日本脳神経外科学会常務理事・会長
　　　　 �日本脳神経外傷学会理事長・会長などを歴任
2016年 日本大学名誉教授
2017年 医療法人雄心会 青森新都市病院総長　
　　　　 青森大学脳と健康科学研究センター長
2019年 医療法人雄心会 青森新都市病院総長・病院長兼務

1993年 東京医科歯科大学卒業.

　　　　 昭和大学藤が丘病院

　　　　 昭和大学藤が丘リハビリテーション病院脳神経外科

　　　　 法政大学人間環境学部を経て

2009年 法政大学スポーツ健康学部教授

2018年 青森大学脳と健康科学研究センター教授

1989年 京都大学医学部卒業
2008年 京都大学医学研究科脳神経外科准教授
2010年 札幌医科大学医学部脳神経外科教授
2012年 札幌医科大学脳機能センター長
2016年 札幌医科大学附属病院副院長
　　　　 日本脳神経外科学会理事、同学会生涯教育委員会委員長
　　　　 Neurologiamedico-chirurgica（NMC）編集委員長
　　　　 日本脳神経外科コングレス第35回総会会長
　　　　 日本てんかん学会理事
　　　　 脳神経外科手術と機器学会理事長
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スポーツ脳神経医学部門

リハビリテーション脳神経医学部門

臨床薬学部門

主任研究員　前田 剛 客員教授

主任研究員　安保 雅博 客員教授

主任研究員　水野 憲一 教授

1991年 日本大学医学部卒業、同学医学部脳神経外科

1998年 カリフォルニア大学ロサンゼルス校神経外科

2011年 日本大学准教授

1990年 東京慈恵会医科大学卒業

2000年 東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座講師

2007年 東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座主任教授

1986年３月 北海道大学薬学部製薬化学科卒業
1991年３月 同大学大学院薬学研究科博士課程修了
1989年４月 日本学術振興会特別研究員
1992年４月 東京工業大学生命理工学シェリングプラウ寄附講座教員
2000年４月 �東京大学医科学研究所教務補佐員、同アムジェン寄付研究

部門教員
2002年９月 奈良先端科学技術大学院大学助手
2014年４月 青森大学薬学部　教授
2017年４月 薬学部薬学科学科長
2021年４月 �薬学部薬学科学部長、青森大学脳と健康科学研究センター

副センター長
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研究活動
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　運動（スポーツやエクササイズ）含む身体活動に着目し、運動が脳機能に及

ぼす作用のメカニズムを探求する。運動生理学分野の研究課題として、有酸素

運動や筋パワー発揮時のパフォーマンスや遂行指令と関連する脳の活動を脳機

能画像などを活用して可視化するテーマに取り組んでいる。予防医学的観点から運動実践による脳機

能保護作用に着目し、脳血管障害を含む生活習慣病や認知症予防を目的とした運動・身体活動量の増

加を促す介入プログラムの開発とその検証を推進する。

�

１�．研究課題「高強度ローイング運動による疲労（きつさ）と前頭葉酸素代謝

の関連性の解明」を遂行した。全身の筋群を動員するローイング（ボート競

技）運動を高強度、低強度などのバリエーションのプロトコールで実施し

たときの脳の酸素代謝を自覚的な疲労（きつさ）と関連付けて検討した。研

究成果はFrontiers in Physiology, Exercise Physiology, 02 March 2022. に掲

載された（Estimation of cerebral hemodynamics and oxygenation during 

various intensities of rowing exercise: an NIRS study, doi.org/10.389/

fphys.2022.828357）。

２�．青森大学と神奈川工科大学の包括協定の取り組みとして地域貢献を目標とした介護予防活動を検

討した。青森大学社会学部と連携し、研究課題「詐欺抵抗力判定ツールと体力測定データを統合的

に活用するための予備的研究」を遂行した。

３�．青森大学構内に「青森大学脳と健康科学研究センター　運動計測室」を設置し（2021年７月）、

生理機能、運動機能計測を開始。

４�．青森新都市病院の症例を対象とした脳血流SPECT画像の解析結果を第44回日本脳神経CI学会総

会（2021年４月）および第64回日本脳循環代謝学会（2021年10月）にて報告した（演題名はそれぞ

れ、「認知症診断におけるSPECT脳血流定量法の活用方法；遂行機能障害を対象とした検討」、「認

知症診断におけるSPECT脳血流定量解析の活用；遂行機能障害を認めた症例での検討」）。

５�．国際ローイング競技連盟（World Rowing）の役員として、東京2020オリンピック競技会ボー

ト競技アジア大陸予選（5-7, May, 2021, Tokyo）の医事統括業務を担当した。新型コロナ感染症

の状況に対応するため、国際競技連盟と連携し大会期間中の感染対策ガイドライン（Covid-19 

Response Plan）を作成した。

６�．東京2020オリンピック、パラリンピック大会（ローイング競技）に医事統括者（Athletes 

Medical Supervisor）として参加し、新型コロナ感染症を含む競技に関連する医事活動を統括した。

７�．神奈川工科大学と共同研究を実施し、「スマート運動器チェックシステム」を活用した運動機能

および認知機能計測の導入を検討し、「IoTを活用した健康運動教室（青森方式）」事業として、青

森新都市病院にて地域住民を対象とした身体活動の増進を目的とした運動機能、認知機能計測を実

スポーツ健康科学部門
主任研究者　日浦 幹夫 教授

部門の目的

過去の成果
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施した（平成31年度公益財団法人青森学術文化振興財団研究助成）。

８�．運動負荷中の脳血流量（positron emission tomography: PET計測）と前頭葉皮質酸素代謝（near 

infrared spectroscopy: NIRS計測）の関連性を報告した（Adv Exp Med Biol 2018, 1072, 269-274.）。

�

１�．PETと近赤外線スペクトロスコピー（NIRS）の同時計測による脳血流酸

素代謝カップリングを解析するための予備研究として、NIRSを活用した運

動負荷中の前頭葉皮質における酸素化を検証した。研究成果の一部は第65回

日本脳循環代謝学会学術集会にて報告した（演題名；有酸素運動の強度変化

に伴う前頭葉皮質における脳血流酸素代謝カップリングの考察）。

２�．令和４年度公益財団法人青森学術文化振興財団研究助成事業として「高齢健常者の自己効力感の

向上、認知機能の保持を目的とした運動介入」を実施した。青森市内在住の高齢者を対象とし、参

加者の行動特性と運動能力の関連性を明らかにすることを目的に、１）生活の質に関わる尺度、２）

運動行動変容ステージ、３）運動自己効力感（セルフエフィカシー）に関する質問紙調査を行い、

有酸素運動能力や生活体力の因子である筋力測定を実施した。参加者を募集するために青森大学蔡

などで研究趣旨の説明会を実施した（付録資料１．）。研究成果の概要は青森大学リポジトリに掲載

されている（研究論文；「高齢健常者の自己効力感の向上、認知機能の保持を目的とした運動介入」

事業）（付録資料２．）。得られたデータは、現在計画中であるPETを用いた神経画像解析により性

格特性の違いと運動による脳内セロトニン受容体の変化を解析するPET研究の有用な基礎的デー

タとなった。

３�．European Initiative for Exercise is Medicine （EIEIM）が推進する、身体活動の増加を促す世界

的な取り組みである“Hamburg Declaration, Global Alliance for Promotion of Physical Activity”

に、青森大学脳と健康科学研究センターとして署名した（付録資料３．）。

４�．日本運動療法学会の下部組織、Exercise Is Medicine （EIM） Japanの理事会にオブザーバーとし

て参加し、EIEIMのChairであるDr. Steinackerを通じた国際交流を予定する旨を報告した。

５�．国際ボート競技連盟（World Rowing）、Sports Medicine Commissionの委員として、世界選手

権大会（９月、チェコ）の医事統括者 （World Rowing Doctor） を担当した（付録資料４．）。

６�．World Rowing、Sports Medicine Commissionの委員として、１）coastal rowing 種目における

脳震盪に関するガイドライン１）（WORLD ROWING EVENT CONCUSSION POLICY）、２）ト

ランスジェンダー選手の女子種目参加に関するポリシー（World Rowing Transgender Policy）、

の策定を検討した。１）についてはガイドラインの編集を行った。

７�．青森大学と神奈川工科大学の包括協定の取り組みとして地域貢献を目標とした介護予防活動を実

践し、神奈川県厚木市玉川地区でのフレイル予防運動教室に参加し、ミームスポーツクラブが実践

するストレッチングや運動トレーニングの実践を見学し、「楽しく認知症予防: 運動、エクササイ

ズと認知症」というタイトルで講演を行った（付録資料５．）。

８�．青森大学と神奈川工科大学の包括協定の取り組みとして、青森大学社会学部澁谷泰秀教授、船木

昭夫教授、神奈川工科大学創造工学部高橋勝美教授らと合同で、青森大学神奈川工科大学連携セミ

ナーを開催した（付録資料６．）。「エクササイズと脳機能に関する最新の知見：認知症予防の観点

から」という演題名で脳と健康科学研究センターが取り組む研究テーマに関する講演を行い、「疾

今年度の成果
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病予防を目的とした運動介入と自己効力感、生活の質の関係性」という演題名で令和4年度公益財

団法人青森学術文化振興財団か研究助成事業の研究概容を報告した。

９�．Asian Rowing Federation, Chair of Sports Medicine Committee として、アジアローイングジュ

ニア選手権大会（12月、タイ）の国際ボート競技連盟（World Rowing）の役員として、医事統括

者を担当した（付録資料７．）。また、アジアローイング連盟年次総会に出席し、Chair として４年

間の活動報告を総括した（付録資料８．）。

10�．Asian Rowing Federation, Chair of Sports Medicine Committeeに再任された（任期は2026年ま

で）。2026年に名古屋で開催されるアジア大会の準備などを担当。

11�．公益社団法人日本ローイング協会アンチ・ドーピング委員長としてアンチ・ドーピング活動を推

進した。青森大学薬学部川村仁教授と共にアンチ・ドーピング研修会を担当。

12�．帝京大学医療技術学部柔道整復学科の授業にて、日本スポーツ協会公認アスレティックトレー

ナー養成講座を担当。

13�．青森県ローイング協会強化指定選手を対象とした乳酸測定事業（付録資料９．）。

14�．運動負荷における生理機能計測を目的として研究機器を活用した。

　①　血行動態モニタリングシステム（クリアサイトフィンガーカフ）；エドワーズライフサイエンス

　②　運動負荷装置（Motion Cycle 600Med）；emotion fitness

　③　血中乳酸値計測機器（ラクテート・プロ）；アークレイ

　④　間接熱量計（CPET）；Cosmed

�

１�．有酸素運動に伴う前頭葉皮質脳血流量と酸素代謝の解明：PETとNIRSの

同時計測

　�　陽電子放出断層撮影（positron emission tomography; PET）と近赤外線分

光法（near infrared spectroscopy; NIRS）の同時計測により、運動負荷中お

よび負荷終了後の前頭葉脳皮質の脳血流量（CBF）、組織中酸素飽和度、脳

血液量を解析し、有酸素運動に伴う気分変化の生理学背景を解明する。得ら

れるデータから、神経活動時に変化するCBFと脳酸素代謝率（CMRO2）の関

係性（脳血流酸素代謝カップリング）が提示される。

　�　身体活動量の低下は認知症や脳卒中の危険因子であり、運動習慣を継続し身体活動を高めること

が認知機能や気分状態の改善など脳機能の観点からも有益である。適度な運動によりポジティブな

気分変化が生じるエビデンスが提示されているが、この現象のメカニズムを脳血流と酸素代謝の観

点から説明することで、運動実践の動機づけを強化し、運動習慣を継続する行動変容をもたらす予

防医学的効果が期待される。

２�．運動と認知機能の関連性を可視化するPETによる脳内セロトニン受容体解析

　�　認知機能障害、気分障害などの徴候に対して、運動介入は非薬物療法として有効であることが知

られている。その神経生物学的なメカニズムの多くが解明されていないが、運動・エクササイズに

より、exerkineと呼ばれる脳に神経保護効果を及ぼす因子が筋、骨、脂肪組織などから放出され、

脳内ではexerkineに加えて神経伝達物質（ノルアドレナリン，ドーパミン，セロトニンなど）の放

出が増加し、シグナル伝達がなされる結果、神経新生、血管新生、そして神経可塑性に影響すると

今後の展開
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考えられている(Reddy et al., 2022, Cell Mol Neurobiol.)。

　�　本研究課題は運動による脳内セロトニンへの影響を解明し、同時にBDNFやIGF-Iなど、有酸素運

動、レジスタンストレーニングなど種々の運動負荷後に血管内皮細胞や骨格筋細胞から末梢血中に

放出されるexerkine との関連性を探索する。さらに、セロトニン受容体系の脳内分布と性格特性の

関連性が提示されているため、運動参加者の性格特性にも着目する。得られる結果は運動が脳に及

ぼすポジティブな影響のメカニズムを提示し、運動参加や継続の動機づけにより運動習慣を促す行

動変容をもたらし予防医学分野へ貢献が期待される。本研究課題は脳内セロトニン受容体系の状態

を反映するセロトニントランスポーターに特異的に結合する放射性リガンド[11C]DASB を用いた

PET計測を運動負荷前後で実施する計測システムを構築し、運動の脳内セロトニン受容体系への影

響を探索する。また、東京都健康長寿医療センターにて臨床使用承認を得た後、セロトニン受容体

サブタイプの5HT2A受容体アンタゴニストのトレーサーである[18F]altanserinを用いたPET計測を

実施し、5HT2A受容体が選択的に関与する運動と認知機能との関係を探索する。

３�．健康寿命延伸、認知症予防を目的とした運動介入プログラムの実践とその有効性を検証するプロ

ジェクト

　�　青森大学と神奈川工科大学の包括協定の取り組みとして、令和4年度公益財団法人青森学術文化

振興財団の研究助成事業で実施した、高齢者の行動特性と運動能力の関連性を明らかにする研究課

題を継続する。特に、同一の参加者を対象とした縦断的観察を新たに追加する。具体的には、「健

康aiちゃん」を使用した立ち上がり筋力、歩行機能測定などの検査項目、質問紙形式による気分尺

度や心理特性の調査、自転車エルゴメーターを用いた有酸素運動能力測定、握力測定などを行う。

生活習慣病および認知症の予防に効果的な運動介入と、自己効力感の改善と理想的なライフスタイ

ルを目標とした行動変容との関連性を精査する。

４�．公益社団法人日本ローイング協会役員（アンチ・ドーピング委員長）としてアンチ・ドーピング

活動を継続する。

５�．World Rowing、Sports Medicine Commissionの委員として2024パリオリンピック大会（ローイ

ング競技）の医事業務の準備、トランスジェンダー選手の女子種目参加に関するポリシー（World 

Rowing Transgender Policy）の策定などに取り組む。

６�．Asian Rowing Federation, Chair of Sports Medicine Committeeとして、第19回アジア大会（９月、

中国）の医事業務を担当する。

７�．青森県ローイング協会役員（医療担当理事）として、強化指定選手を対象とした体力測定（運動

負荷時の乳酸測定）やアンチ・ドーピング活動を継続する。

８�．European Initiative for Exercise is Medicine （EIEIM）が掲げる.身体活動の増加を促す世界的な

取り組み（“Hamburg Declaration, Global Alliance for Promotion of Physical Activity”）に関する

論の場として、国際学会Sports, Medicine and Health Summit開催期間中の”the Global Alliance 

Day”に参加する。

�
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�　脳神経外科学は手術以外にも科学と共に発展してきた．特に脳機能研究では

局在論と全体論の両者に深くかかわってきた歴史がある．社会と共に歩み，脳

と脊髄を守るための研究を脳神経外科学の観点から進めていく．

�

　多様な脳神経外科疾患の病態解明，治療を通じて脳機能の解明とその障害から

の回復についての研究をして，学会や論文において発表してきた．これらの研究

は，いずれもこの部門のテーマである脳神経外科学と深い関係を持っている．

�

　脳機能研究を中心とした脳神経外科学に関する学会発表や論文発表を多数

行った．

�

　現在の研究発展を継続するとともに，高次脳機能の検査方法の開発や老年脳

神経外科の対象となる，正常圧水頭症，認知症，てんかんについても研究を進

める予定である．

�
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　スポーツは健康増進法の一つである．しかし，どんなスポーツにも怪我の危険

が伴うため，適切な対策を講じなければ，かえって健康増進を阻害することにな

る．とくに，外傷による脳損傷は，高次脳機能障害，神経障害性疼痛，外傷性

てんかんなど，重篤な後遺症を引き起こす．この部門は，スポーツ頭部外傷の病態を研究することによ

り，安全にスポーツをするための環境整備を進めるとともに，その後遺症の克服も目指している．

�

　2022年度までの５年間に，脳神経外傷および脳損傷・脳浮腫に関する研究，

脳卒中や脳腫瘍の治療に関する研究，再建脳神経外科・ニューロモデュレー

ションに関する研究を実施してきた．また，脳神経外傷および脳損傷・脳浮腫

に関する研究，ならびに再建脳神経外科・ニューロモデュレーションに関する研究を進めている．さ

らに，脳脊髄損傷の後遺症である神経障害性疼痛の薬物療法について，アジア規模の治験を行ってい

る．これらの研究は，いずれもこの部門のテーマであるスポーツ脳神経医学および健康科学一般と深

い関係を持っている．

�

　2022年度は，スポーツ脳振盪の他，高齢者頭部外傷や交通外傷に関する総説

を発表し，スポーツによる軽症頭部外傷に関する調査・研究を進めた．頭部外

傷に関連する２編のガイドライン作成を分担した．独立行政法人自動車事故対

策機構（NASVA）の顧問および委員長や一般社団法人自賠責・共済紛争処理機構の委員などを務め

ている．神経障害性疼痛の薬物療法については，アジア規模で実施している治験が順調に進み，優れ

た効果を示すことが明らかになりつつある．その結果の一部はNeurologyに掲載されました．

�

　以下の項目に重点をおいて研究を継続する．

スポーツ頭部外傷の診断と治療

スポーツによる脳振盪後症候群の疫学

高齢者頭部外傷・慢性硬膜下血腫の現状分析と課題

脳神経外科疾患におけるフレイル・サルコペニアの影響

抗てんかん薬による脳腫瘍の発育抑制効果

脳脊髄損傷による神経障害性疼痛の薬物治療

�

スポーツ脳神経医学部門
主任研究者　前田 　剛 教授＊　　

研　究　員　片山 容一 教授　　
研　究　員　福島 匡道 准教授＊

＊客員　

部門の目的

過去の成果

今年度の成果

今後の展開
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Tadakuma H, Ueda T, Nakayama T, Hara H, Yoshino A, Katayama Y: Efficacy of ribavirin 

against malignant glioma cell lines. Follow-up study. Oncology Reports 39:537-544, 2018 

2. �Hirose N, Kondo Y, Maeda T, Matsui M, Matsuda M, Suzuki T: Prophylactic infusion of 

phenylephrine is effective in attenuating the decrease in regional cerebral blood volume and 

oxygenation during spinal anesthesia for cesarean section. Int J Obstet Anesth 37:36-44, 2019

3. �Yoshimura S, Sano E, Hanashima Y, Yamamuro S, Sumi K, Ueda T, Nakayama T, Hara H, 

Yoshino A and Katayama Y: IFN-beta sensitizes TRAIL-induced apoptosis by up-regulation of 

death receptor 5 in malignant glioma cells. Oncology Reports 42:2635-2643, 2019

4. �Ochiai Y, Sumi K, Sano E, Yoshimura S, Yamamuro S, Ogino A, Ueda T, Suzuki Y, Nakayama 

T, Hara H, Katayama Y and Yoshino A: Antitumor effects of ribavirin in combination with TMZ 

and IFN-beta in malignant glioma cells. Oncology Letters 20:12039, 2020

5. �Tatsuoka J, Sano E, Hanashima Y, Yagi C, Yamamuro S, Sumi K, Hara H, Takeda K, Kanemaru K, 

Komine-Aizawa S, Katayama Y and Yoshino A: Anti-tumor effects of perampanel in malignant 

glioma cells. Oncology Letters 24:421, 2022

6. �Yagi C, Tatsuoka J, Sano E, Hanashima Y, Ozawa Y, Yoshimura S, Yamamuro S, Sumi K, Hara H, 

Katayama Y and Yoshino A: Anti-tumor effects of anti-epileptic drugs in malignant glioma cells. 

Oncology Reports 48:216, 2022

7. �Hiura M, Shirai Y, Shibutani H, Funaki A, Takahashi K and Katayama Y: Estimation of cerebral 

hemodynamics and oxygen metabolism during various intensities of rowing exercise: an NIRS 

study. Frontiers in Physiology 13:828357, 2022

8. �Kumagawa T, Moro N, Maeda T, Kobayashi M, Furukawa Y, Shijo K, Yoshino A: Anti-

inflammatory effect of P2Y1 receptor blocker MRS2179 in a rat model of traumatic brain injury. 

Brain Res Bull 181: 46-54, 2022

9. �Ichijima R, Ikehara H, Maeda T, Sugita T, Horii T, Iwao A, Ogura K, Kusano C, Kondo Y, 

Suzuki T, Gotoda T: First dose-ranging study of remimazolam in Japanese patients undergoing 

gastrointestinal endoscopy: Phase II investigator-initiated clinical trial. Digestive Endoscopy: May 

25, 2022. doi: 10.1111/den.14365. 

10. �Ushida T, Katayama Y, Hiasa Y, Nishihara M, Tajima F, Katoh S, Tanaka H, Maeda T, 

Furusawa K, Richardson M, Kakehi Y, Kikumori K, Kuroha M: Mirogabalin for central 

neuropathic pain after spinal cord injury: A randomized, double-blind, placebo-controlled, Phase 

3 study in Asia. Neurology100:e1193-e1206, 2023

11. �Ushida T, Katayama Y, Hiasa Y, Nishihara M, Tajima F, Katoh S, Tanaka H, Maeda T, 

Furusawa K, Kakehi Y, Kikumori K, Kuroha M: Long-term safety and efficacy of Mirogabalin 

for central neuropathic pain: A multinational, 52-week, open-label study in Asia. Pain and 

Therapy in press, 2023 

37



総説（邦文誌）

12. �前田　剛，片山容一，吉野篤緒：【脳神経外傷の課題と展望】高齢者頭部外傷の現状と課題. 脳外

誌27:9-16, 2018

13. �前田　剛，片山容一，吉野篤緒：交通事故・交通外傷. 現時点における諸問題. 交通事故にまつわ

る疾患や後遺症. 交通事故に伴う後遺障害の現状と課題. 救急医学 42:715-721, 2018

14. �福島匡道，前田　剛，吉野篤緒，片山容一：【脳振盪】脳振盪の対応と予防（ガイドラインと評価

方法）. 神経内科88:421-429, 2018

15. �成田雄一郎，片山容一：【最新放射線治療体制と患者を呼ぶ力】最新装置と積極体制が果たす経営

貢献. 放射線治療が困難であった地域への最新放射線治療装置の導入効果. 新医療 45:44-47, 2018

16. �前田　剛：【頭部外傷診療アップデート-ガイドラインを読み解く】初期診療と急性期評価・診断　

画像診断.　Neurological Surgery 49: 934-945, 2021

17. �前田　剛：MTBIと高次脳機能障害. 医研レポート 116: 1-5, 2022

18. �前田　剛：脳脊髄液漏出症. 医研レポート 117: 1-6, 2022

19. �前田　剛，大谷直樹，片山容一，吉野篤緒：【頭部外傷・脳神経外科診療】Mild traumatic brain 

injury（MTBI: 軽度外傷性脳損傷）.　脳神経外科ジャーナル31: 146-153, 2022

20. �前田　剛：頭蓋内圧測定と管理.　徹底ガイド脳神経疾患管理—研修医からの質問306—（本多　

満（編））救急・集中治療 34: 1020-1026, 2022

著書（全体を編集，監修）

21. �片山容一，川内聡子，村山繁雄（編集協力）：「死」とは何か. 実は，あいまいな生と死の境界線. 

Newton 10月, 2018, pp145

著書（分担）

22. �前田　剛：脳神経外科レビュー（新井　一，齋藤延人，若林俊彦監修）. 外傷に伴う高次脳機能障

害.  pp140-145，総合医学社，東京，2019

23. �前田　剛：びまん性脳損傷. 頭部外傷治療・管理のガイドライン第4版（日本脳神経外傷学会頭部

外傷治療・管理のガイドライン作成委員会編集）. 脳内血腫・脳挫傷.  pp113-118，医学書院，東

京，2019

24. �前田　剛，守山英二：脳脊髄液漏出症診療指針（国立研究開発法人日本医療研究開発機構 障害者

対策総合研究開発事業 脳脊髄液減少症の非典型例及び小児診断・治療法開拓に関する研究班編

集，嘉山孝正監修）.  CTミエログラフィー . pp31-35，中外医学社，東京，2019

25. �前田　剛：交通事故損害額算定基準 −実務運用と解説− 脳外科から見た脳外傷による高次脳機

能障害.  pp337-370，公益財団法人日弁連交通事故相談センター，東京，2020

26. �前田　剛：頭部外傷.　脳神経外科学13版（原著：太田富雄）.　pp1029-1217，金芳堂，京都，

2021

27. �前田　剛：小児頭部外傷の疫学.　小児頭部外傷の診断と治療（編集：荒木　尚）.　pp1-5，中外

医学社，東京，2021

28. �前田　剛：頭蓋内圧. 神経麻酔と神経集中治療の基礎と実践（監修：飯田宏樹，編集：川口昌彦）.　
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pp134-137，日本医事新報社，東京，2022 

29. �前田　剛：頭蓋内圧・頭蓋内圧亢進症の管理. 神経麻酔と神経集中治療の基礎と実践（監修：飯

田宏樹，編集：川口昌彦）．pp134-137，日本医事新報社，東京，2022

30. �前田　剛：脳神経外科レビュー2023-‘24（新井　一，齋藤延人，若林俊彦監修）. 外傷に伴う高

次脳機能障害.  Pp153-159，総合医学社，東京，2022

特別・招待講演

31. �前田　剛：特別講演「脳外科からみた脳外傷による高次脳機能障害」.　日弁連交通事故相談セン

ター　平成30年度高次脳機能障害相談検討会.　東京，6月，2018

32. �片山容一：特別講演「意識障害とは何か：脳神経外科医の立場から」. 第27回日本意識障害学会学

術集会. 大阪（千里ライフサイエンス・センター），7月20日，2018

33. �前田　剛，片山容一，吉野篤緒：指定講演「脳神経外科救急の基本・知と技update 減圧開頭術の

適応と効果　挫傷性浮腫に対する内減圧術について」. 第24回日本脳神経外科救急学会，大阪，2

月，2019

34. �前田　剛：ランチョンセミナー「ワルファリン服用患者の頭部外傷治療」. 第24回日本脳神経外科

救急学会，大阪，2月，2019

35. �前田　剛，熊川貴大，田戸雅宏，川又達朗，片山容一，吉野篤緒：指定講演「Talk & 

Deteriorate; 日本頭部外傷データバンクP2015からの検討（特別企画）」. 第42回日本脳神経外傷学

会，兵庫（ウエスティンホテル淡路），3月，2019

36. �前田　剛，片山容一，吉野篤緒：シンポジウム「Mild traumatic brain injury（MTBI）における

認知機能障害」.　第42回日本脳神経外傷学会，兵庫（ウエスティンホテル淡路），3月，2019 

37. �片山容一：特別講演「意識障害とは何か：てんかんから認知症まで」. 第61回埼玉県脳外科臨床研

究会. 大宮（パレスホテル大宮），6月10日，2019

38. �福島匡道，山室　俊，前田　剛，吉野篤緒，片山容一：「汎用型angiographic-suited hybrid手術

室で行うcone-beam CT guided 内視鏡下脳内血腫除去術」. 2019

39. �前田　剛，福島匡道，羽入紀朋，太田　潔，梅森　勉，片山容一，吉野篤緒：「呉茱萸湯と塩酸

ロメリジンの投与が有効であった慢性片頭痛の5症例」. 第28回日本脳神経外科漢方医学会. 東京

（都市センターホテル），11月9日，2019

40. �前田　剛，大滝　遼，熊川貴大，福島匡道，川又達朗，片山容一，吉野篤緒：シンポジウム「高

齢者重症頭部外傷の現状と対策：頭部外傷データバンクP2015における検討」.　第43回日本脳神

経外傷学会，湯本富士屋ホテル，神奈川（誌上開催），3月，2020

41. �前田　剛：指定講演「軽度外傷性脳損傷（MTBI）の概念とそれに起因する慢性期の認知機能障

害」.　第11回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会，岐阜，5月，2020

42. �前田　剛，上家和子，大滝　遼，熊川貴大，片山容一，吉野篤緒：シンポジウム「高齢者頭部外

傷の予防法：レセプト情報・特定健診等情報データベースからの検討」.　日本脳神経外科学会第

79回学術総会，岡山，10月15-17日，2020

43. �前田　剛，大谷直樹，片山容一，吉野篤緒：指定講演「Mild traumatic brain injury（MTBI；軽

度外傷性脳損傷）：グローカルな観点から」.　第41回日本脳神経外科コングレス総会，横浜（パ
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シフィコ横浜），5月，2021

44. �前田　剛，片山容一，吉野篤緒：シンポジウム「高齢者頭部外傷:talk & deteriorateに対する取り

組み　如何に高齢者頭部外傷とtalk & deteriorateを予防するか」.　第27回日本脳神経外科救急学

会.　東京（web開催），2月，2022

45. �前田　剛：指定講演「高齢者頭部外傷と転倒予防」.　転倒予防学会第9回学術集会.　横浜（パシ

フィコ横浜），10月，2022

学術啓蒙に資する講演

46. �片山容一：特別講演「脳挫傷の手術」. 札幌医科大学 Neurology Seminar. 札幌（札幌医科大学講

堂），1月29日，2018

47. �片山容一：招待講演「もやもや病の発見」. 第11回城北臨床脳神経外科研究会. 東京（池袋メトロ

ポリタンホテル），7月6日，2018

48. �前田　剛：あなたの頭痛正しいですか？ .　青森新都市病院平成30年度第3回医療・健康セミナー .　

青森（青森新都市病院講堂），9月，2018

49. �片山容一：頭のケガ・しばらく後からボケがくる：慢性硬膜下血腫の話. 青森新都市病院：平成

30年度第6回健康・医療セミナー . 青森（青森新都市病院講堂），1月24日，2019

50. �片山容一：特別講演「私たちの教室のあゆみ」. 日本大学脳神経外科開講50周年祝賀会. 東京（椿

山荘），8月3日，2019

51. �前田　剛：特別講演「スポーツから脳を守る」. 第18回日本大学医療系同窓・交友学術講演会. 東

京（日本大学会館），9月，2019

学術集会の開催

52. �片山容一：第14回脳腫瘍の基礎シンポジウム. 東京（日本大学病院），1月12日，2019

53. �片山容一：第15回脳腫瘍の基礎シンポジウム. 東京（ワイム会議室 御茶ノ水），1月18日，2020

54. �片山容一：第2回日本スティミュレーションセラピー学会学術大会．青森（浅虫温泉「南部屋・

海扇閣」），8月29-30日，2020

その他

55. �前田　剛：画像所見が明らかではない脳外傷に伴う高次脳機能障害の捉え方に対する意見陳述. 

自賠責保険における高次脳機能障害認定システムの充実について（報告書）（損害保険料率算出

機構　自賠責保険における高次脳機能障害認定システムの検討委員会　編）：6-7, 2018. 2018.5.31 

Web公開

　 https://www.giroj.or.jp/cali_survey/pdf/brain_detail_201805.pdf#view=fitV

56. �上家和子，前田　剛，熊川貴大，大滝　遼，吉野篤緒：超高齢社会における慢性硬膜下血腫のリ

スク関連要因に関するエビデンスの構築. 日医総研ワーキングペーパー No.421，2018.12  http://

www.jmari.med.or.jp/download/WP421.pdf

57. �Maeda T, Katayama Y, Yoshino A: Intracranial pressure monitoring in severe traumatic 

brain injury: analysis of patients registered on the Japan Neurotrauma Data Bank.  ICP 2019, 
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September 8-11, 2019, Leuven, Belgium

58. �福島匡道，山室　俊，前田　剛，吉野篤緒，片山容一：汎用型angiographic-suited hybrid手術室

で行うcone-beam CT guided 内視鏡下脳内血腫除去術．第26回日本神経内視鏡学会，横浜（横浜

ベイホテル東急），11月7日，2019

59. �前田　剛，上家和子，大滝　遼，熊川貴大，片山容一，吉野篤緒：レセプト情報・特定健診等情

報データベースから考える慢性硬膜下血腫の予防と対策. 日本脳神経外科学会 第78回学術総会.  

大阪，10月，2019

60. �前田　剛，福島匡道，羽入紀朋，太田　潔，梅森　勉，片山容一，吉野篤緒：「呉茱萸湯と塩酸

ロメリジンの投与が有効であった慢性片頭痛の5症例」．第28回日本脳神経外科漢方医学会. 東京

（都市センターホテル），11月9日，2019

61. �牛田享宏，片山容一，日浅陽一，西原真理，田島文博，加藤真介，田中宏太佳，前田 健，古澤一

成，黒羽正範，菊森 久仁佳：脊髄損傷後神経痛を有する患者を対象とした第3相試験におけるミ

ロガバリンの有効性と安全性の結果．第95回日本整形外科学会学術総会, 2022

41



　リハビリテーション医療により身体及び脳機能の再建をはかることを目的と

している．そのリハビリテーション医療の効果を高めるものとして外部から非

侵襲的に脳を刺激することができる経頭蓋磁気刺激療法や末梢の痙縮を軽減さ

せることができるボツリヌス療法や昨年度から新たに導入した体外衝撃波などがある．現在、それら

の効果のさらなる向上や相乗効果などのメカニズムの解明をしている。さらに運動療法の効果につい

て検討している。

�

　主に脳卒中後遺症の改善に経頭蓋磁気刺激療法ならびにボツリヌス療法や装

具療法が有効であることを示した．

　新しい治療機器の臨床研究法における「特定臨床研究」に参加し、データを

提出した。

�

　主に脳卒中後遺症の改善に反復性経頭蓋磁気刺激療法ならびにボツリヌス療

法や体外衝撃波などの有効を画像評価などを用いて口頭発表や論文発表をおこ

なった。新しい治療機器の臨床研究法における「特定臨床研究」に参加しデー

タを提出した。健康体操の作製をおこない、倫理委員会での認可のもとデータ収集を開始した。

�

　以下の項目に重点を置いて研究する

①　健康体操の運動量や効果などの検討

②　経頭蓋磁気刺激のさらなる効果や複合療法の効果のメカニズム研究

③　ボツリヌス療法や体外衝撃波のさらなる効果やメカニズム研究

④　脳卒中後遺症と骨粗鬆症の関係

�

Ａ．原著論文（original articles）

A-1. 英文誌

1. �Hara T, Abo M, Hara H, Kobayashi K, Shimamoto Y, Shibata Y, Sasaki N, Yamada N, Niimi 

M. Effects of botulinum toxin A therapy and multidisciplinary rehabilitation on lower limb 

spasticity classified by spastic muscle echo intensity in post-stroke patients. Int J Neurosci. 2018 

May;128(5):412-420.

2. �Tamashiro H, Kinoshita S, Okamoto T, Urushidani N, Abo M.　 Effect of baseline brain activity 

on response to low-frequency rTMS/intensive occupational therapy in poststroke patients with 

upper limb hemiparesis: a near-infrared spectroscopy study.　Int J Neurosci. 2018 Nov 26:1-7.
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過去の成果

今後の展開

リハビリテーション脳神経医学部門
主任研究員　安保 雅博 客員教授
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3. �Urushidani N, Kinoshita S, Okamoto T, Tamashiro H, Abo M.　Low-Frequency rTMS 

and Intensive Occupational Therapy Improve Upper Limb Motor Function and Cortical 

Reorganization Assessed by Functional Near-Infrared Spectroscopy in a Subacute Stroke 

Patient.　Case Rep Neurol. 2018 Aug 29;10(2):223-231.

4. �Suzuki T, Ikeda M, Minami M, Matayoshi Y, Nakao M, Nakamura T, Abo M. Beneficial Effect of 

Intradialytic Electrical Muscle Stimulation in Hemodialysis Patients: A Randomized Controlled 
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を用いた運転評価の有効性の検討．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)59

巻1号 Page86-91(2022.01)

80. �桂田 功一, 樋口 謙次, 新見 昌央, 長谷川 意純, 鹿瀬 陽一, 中山 恭秀, 安保 雅博. Open-intensive 

care unit入室中の人工呼吸管理患者における離床プロトコル導入の影響. 東京慈恵会医科大学雑

誌(0375-9172)136巻3号 Page37-44(2021.05)

81. �田中 智子, 大熊 諒, 池ヶ谷 正人, 濱口 豊太, 安保 雅博. 上肢運動麻痺が重症な患者を対象とした麻

痺手の生活上の使用を評価するJASMID-Sの信頼性と妥当性. 日本スティミュレーションセラピー

学会会誌(2435-7596)2巻1号 Page58-66(2021.03)

82. �五十嵐 祐介, 中山 恭秀, 佐伯 千里, 及川 恒一, 大高 愛子, 安保 雅博. 生体電気インピーダンス法に

よる位相角と肝硬変患者に関連する因子（原著論文）. 東京慈恵会医科大学雑誌(0375-9172)137巻3
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号 Page65-71(2022.05)

83. �小原 健輔, 山田 実李, 羽田 拓也, 中山 恭秀, 安保 雅博. 運動性失語症例における反復性経頭蓋磁気

刺激と併用する短期言語療法プログラムの検討（原著論文）. 日本スティミュレーションセラピー

学会会誌(2435-7596)3巻1号 Page71-80(2022.03)

84. �中山 恭秀, 坂本 大悟, 安保 雅博. 斜面板上立位保持トレーニングが歩行に及ぼす作用に関する基

礎研究　健常者歩行における後効果（原著論文）. 日本スティミュレーションセラピー学会会誌

(2435-7596)3巻1号 Page49-53(2022.03)

85. �大熊 諒, 田中 智子, 越前 春希, 濱口 豊太, 安保 雅博. 日常生活における麻痺手の使用頻度を推定

する予測式の構築　脳卒中患者の目標設定の際に使用する参考値を得るために(原著論文). 日本ス

ティミュレーションセラピー学会会誌(2435-7596)3巻1号 Page34-41(2022.03)

86. �岡道 綾, 吉澤 いづみ, 安保 雅博. ISL分類II期早期の続発性下肢リンパ浮腫に対する外来での圧

迫下運動療法の効果. 日本スティミュレーションセラピー学会会誌(2435-7596)3巻1号 Page18-

25(2022.03)

87. �海渡 信義, 安保 雅博. 難治性てんかん治療としての反復性経頭蓋磁気刺激の安全性および有効性

の検討. 日本スティミュレーションセラピー学会会誌(2435-7596)3巻1号 Page11-17(2022.03)

88. �武原 格, 酒井 貴哉, 牛場 直子, 安保 雅博. 脳損傷者の運転再開可否判断時期についての後方視的検

討. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)59巻9号 Page951-958(2022.09)

89. �田口 健介, 新見 昌央, 桂田 功一, 伊東 寛史, 佐瀬 洋輔, 藤江 郁弥, 佐橋 郁美, 樋口 謙次, 安保 雅博. 

ICU入室患者の指示従命能に対する新たな評価方法　Jikei Command following Scaleの信頼性と

妥当性について. 東京慈恵会医科大学雑誌(0375-9172)137巻1号 Page1-9(2022.01)

90. �岩井 慶士郎, 大熊 諒, 高橋 仁, 渡邉 修, 安保 雅博. 脳損傷者の自動車運転能力評価におけるWAIS-IIIの

予測妥当性の検証. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)59巻7号 Page732-

741(2022.07)

91. �武原 格, 本田 有正, 牛場 直子, 安保 雅博. 高次脳機能障害者におけるドライビングシミュレーター

を用いた運転評価の有効性の検討. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)59

巻1号 Page86-91(2022.01)

Ｂ．症例報告（case report）

B-1. 英文誌

92. �Takekawa T, Ikegaya M, Etoh T, Shiio Y, Sugihara H, Haraikawa K, Miyamoto N, Abo M. 

Botulinum toxin treatment for difficult-to-treat finger pressure ulcers caused by severe hand 

flexion: case report. J Wound Care. 2021 Aug 2;30(8):653-659. 

93. �Takekawa T, Takagi S, Kitajima T, Sato T, Kinoshita K, Abo M. Claw Toe: Anatomic Guide for 

Injection of Botulinum Toxin into Foot Muscles. Can J Neurol Sci. 2022 Jan;49(1):102-108. 

94. �Takekawa T, Kashiwabara K, Yamada N, Watanabe S, Hama M, Hashimoto G, Abo M, Shinfuku 

K. Rehabilitation therapy for a severe case of coronavirus disease 2019: a case report. J Med 

Case Rep. 2022 Sep 2;16(1):339. 
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B-2. 邦文誌

95. �桂田 功一, 新見 昌央, 樋口 謙次, 竹川 徹, 若井 真紀子, 池ヶ谷 正人, 麻植 一孝, 奥野 憲司, 安保雅

博．日常生活の遂行に必要な身体機能を再獲得し自宅退院に至った破傷風の一症例の経過報告．

東京慈恵会医科大学雑誌(0375-9172)133巻２号 Page17-22(2018.03)

96. �秋元 秀昭, 渡邉 修, 山田 尚基, 福井 遼太, 羽田 拓也, 安保 雅博　高次脳機能障害の改善が得られ

た低血糖脳症の1例　Journal of Clinical Rehabilitation (0918-5259)29巻13号 Page1423-1427(2020.12)

97. �本田 有正, 武原 格, 安保 雅博　両下腿義足歩行時の身体負荷軽減に関する検討を行った1症例　

Journal of Clinical Rehabilitation (0918-5259)29巻12号 Page1306-1309(2020.11)

98. �本田 有正, 渡邉 修, 武原 格, 秋元 秀昭, 福井 遼太, 池田 久美, 安保 雅博　Central neurocytoma

摘出術後の高次脳機能障害に対しリハビリテーション治療を行った一症例Journal of Clinical 

Rehabilitation (0918-5259)29巻10号 Page1077-1080(2020.09)

99. �林 友則, 中山 恭秀, 坂本 大悟, 安保 雅博　上肢機能改善を目的としたNEUROで確認された歩行

機能改善が示唆される運動学的変化　理学療法を行っていない事例を通して　日本スティミュ

レーションセラピー学会会誌 (2435-7596)1巻1号 Page77-82(2020.03)

100. �池田 久美, 渡邉 修, 巷野 昌子, 木下 翔司, 鈴木 慎, 濱 碧, 安保 雅博　高次脳機能障害が残存し復

学に苦慮した高校生2症例のリハビリテーション治療　Journal of Clinical Rehabilitation (0918-

5259)29巻4号 Page404-407(2020.04)

101. �本田 有正, 武原 格, 安保 雅博．持続陽圧呼吸療法(CPAP)導入により覚醒および夜間頻尿が改

善した脳卒中患者の1例．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)58巻11号 

Page1298-1303(2021.11)

102. �石川 篤, 中山 恭秀, 松木 千津子, 安保 雅博. 高次脳機能障害を呈する新規就労者への支援の取り

組み　ワークサンプル幕張版を用いた職能評価と環境調整を行った症例. 東京慈恵会医科大学雑

誌136巻1-2号 Page9-14(2021.03)

103. �大高 愛子, 中山 恭秀, 五十嵐 祐介, 村松 明美, 羽田 拓也, 安保 雅博. 重症TAFRO症候群2症例に

対する運動療法の負荷量の検討. 東京慈恵会医科大学雑誌136巻1-2号 Page1-7(2021.03)

104. �渡邉 恒, 大和 勇貴, 安保 雅博. NEUROをきっかけに職業復帰を果たした一例. 日本スティミュ

レーションセラピー学会会誌2巻1号 Page132-135(2021.03)

105. �大和 勇貴, 渡邉 恒, 安保 雅博. 重度の左片麻痺に対してタウメル継手を使用した装具療法が

効果を示した症例. 日本スティミュレーションセラピー学会会誌(2435-7596)2巻1号 Page111-

116(2021.03)

106. �五十嵐 祐介, 中山 恭秀, 林 友則, 坂本 大悟, 安保 雅博.  成人脳性麻痺患者に対する経頭蓋磁気

刺激前後での歩容の変化を検討した一症例. 日本スティミュレーションセラピー学会会誌(2435-

7596)2巻1号 Page93-97(2021.03)

107. �羽田 拓也, 栗山 千秋, 安保 雅博. 反復性経頭蓋磁気刺激併用リハビリテーション治療により脳血

流が改善したくも膜下出血後遺症患者の1例. 日本スティミュレーションセラピー学会会誌(2435-

7596)2巻1号 Page88-92(2021.03)

108. �中山 恭秀, 坂本 大悟, 林 友則, 安保 雅博. 片麻痺患者に対するNEUROと斜面板上立位保持ト

レーニングを組み合わせた治療効果　1症例によるパイロットスタディ .日本スティミュレーショ
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ンセラピー学会会誌2巻1号 Page81-87(2021.03)

109. �知野 俊文, 竹川 徹, 山田 尚基, 渡邉 修, 橋本 弦太郎, 大渕 恵, 安保 雅博. 緊張型頭痛に対し標準

的治療に体外衝撃波治療を併用し著効した一例. 日本スティミュレーションセラピー学会会誌

(2435-7596)3巻1号 Page87-90(2022.03)

110. �柏原 一水, 竹川 徹, 濱 碧, 山田 尚基, 渡邉 修, 橋本 弦太郎, 安保 雅博, 新福 響太. COVID-19回復期患

者のリハビリテーション治療経験. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)59

巻3号 Page329-336(2022.03)

111. �秋元 秀昭, 中川 芳美, 齋藤 志遥, 西 剣努, 渡邉 修, 安保 雅博. 広汎性発達障害（自閉スペクトラム

症）のある髄芽腫症例に対するリハビリテーション治療. The Japanese Journal of Rehabilitation 

Medicine(1881-3526)59巻3号 Page337-342(2022.03)

112. �武原 格, 酒井 貴哉, 安保 雅博. COVID-19肺炎後呼吸機能障害患者に対し、包括的リハビリテー

ション治療が有効であった一症例 Journal of Clinical Rehabilitation(0918-5259)31巻3号 Page279-

282(2022.03)

Ｃ．総説（review）

C -1. 英文誌

113. �Kim WS, Abo M, Soekadar SR, Pistarini C. Transitional and long-term continuous care & 

rehabilitation after stroke.Front Neurol. 2022 Aug 5;13:965762. 

114. �Kinoshita S, Abo M, Okamoto T, Miyamura K. Transitional and Long-Term Care System 

in Japan and Current Challenges for Stroke Patient Rehabilitation. Front Neurol. 2022 Jan 

11;12:711470.

C-2. 邦文誌

115. �小林 健太郎, 安保 雅博．摂食嚥下・言語機能のリハビリテーション．脳梗塞と心房細動(2188-

7861) ５巻２号 Page46-50(2018.06)

116. �百崎 良, 木下 翔司, 安保 雅博．回復期リハビリテーション医療におけるリハビリテーション科

専門医の意義．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)55巻４号 Page323-

326(2018.04)

117. �安保 雅博．神経系リハビリテーションの新しい流れ　生活期における脳卒中片麻痺に対する経

頭蓋磁気刺激療法．医学のあゆみ(0039-2359)264巻13号 Page1120-1124(2018.03)

118. �伊東 寛史, 新見 昌央, 安保 雅博．急性期患者の活動に着目した作業療法のかかわり．作業療法

ジャーナル(0915-1354)53巻１号 Page13-18(2019.01)

119. �吉澤 いづみ, 田口 健介, 安保 雅博．上肢運動器疾患における急性期の作業療法．作業療法

ジャーナル(0915-1354)53巻１号 Page30-35(2019.01)

120. �安保 雅博．脳血管障害のリハビリテーション医療．日本医師会雑誌(0021-4493)147巻９号

Page1780-1783(2018.12)

121. �田中 栄, 久保 俊一, 安保 雅博, 芳賀 信彦．リハビリテーションの新展開．日本医師会雑誌(0021-

4493)147巻９号 Page1765-1774(2018.12)
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122. �木村 郁夫, 安保 雅博． 特殊な言語聴覚療法　rTMSによる失語症の治療．MEDICAL 

REHABILITATION(1346-0773)227号 Page58-63(2018.09)

123. �安保 雅博．脳血管障害のリハビリテーション医療．日本医師会雑誌(0021-4493)147巻９号

Page1780-1783(2018.12)

124. �佐々木 信幸, 安保 雅博. 脳卒中のリハビリテーション治療. 日本臨床(0047-1852)77巻６号

Page1010-1017(2019.06)

125. �福井 遼太, 安保 雅博. 脳卒中片麻痺上肢に対する経頭蓋磁気刺激療. MEDICALREHABILITATI

ON(1346-0773)236号 Page121-125(2019.05)

126. �木下 翔司, 安保 雅博. 運動器疾患と脳卒中. Journal of Clinical Rehabilitation(0918-5259)28巻５号 

Page440-445(2019.05)

127. �長谷川 雄紀, 岡本 隆嗣, 安東 誠一, 前城 朝英, 安保 雅博. The Japanese Journal of Rehabilitation 

Medicine(1881-3526)56巻８号 Page623-629(2019.08)

128. �羽田 拓也, 安保 雅博. 境界領域　知っておきたい　リハビリテーション治療におけるボツリヌス

療法. 臨床整形外科(0557-0433)54巻９号 Page939-943(2019.09)

129. �田中 智子, 安保 雅博. 実践!ホームプログラム指導　片麻痺上肢　慢性期. 総合リハビリテーショ

ン(0386-9822)47巻11号 Page1103-1108(2019.11)

130. �山田 尚基, 新見 昌央, 安保 雅博．ICUにおけるリハビリテーション医療に必要なリスク管理．

The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)56巻11号 Page865-869(2019.11) 

131. �木山 厚, 中山 恭秀, 安保 雅博　知っておきたいパーキンソン病患者に対する反復性経頭蓋磁気

刺激治療　理学療法 (0910-0059)37巻6号 Page501-507(2020.06)

132. �長谷川 雄紀, 岡本 隆嗣, 安保 雅博　回復期リハビリテーション病棟における下腿浮腫　

MEDICAL REHABILITATION (1346-0773)250号 Page132-137(2020.07)

133. �田口 健介, 松浦 愼太郎, 安保 雅博 指尖部損傷のハンドセラピィ戦略 日本ハンドセラピィ学会誌 

(1880-7380)12巻2号 Page55-58(2020.03)

134. �尾崎 尚人, 奥山 由美, 安保 雅博 こういう工夫でこんなに変わった!　アドヒアランスやコン

コーダンスを高めるリハビリテーション　脳卒中片麻痺Journal of Clinical Rehabilitation (0918-

5259)29巻3号 Page262-265(2020.03)

135. �安保 雅博 この10年間にわたる作業療法とのかかわり　反復性経頭蓋磁気刺激とボツリヌス療法

を中心に 作業療法 (0289-4920)39巻1号 Page3-9(2020.02)

136. �吉澤 いづみ, 安保 雅博. リンパ浮腫に対するリハビリテーション医療. 日本スティミュレーショ

ンセラピー学会会誌(2435-7596)2巻1号 Page33-38(2021.03)

137. �又吉 由紀子, 新見 昌央, 山田 尚基, 長沼 宏邦, 鈴木 壽彦, 木下 一雄, 樋口 謙次, 安保 雅博. 心

大血管外科術後患者における亜鉛欠乏と身体機能の関係. 東京慈恵会医科大学雑誌135巻1-6号 

Page75-80(2020.11)

138. �坂本 大悟, 中山 恭秀, 林 友則, 安保 雅博. 健常者におけるAction Research Arm Testの細項目

"手を後頭部へ"の肩関節と肘関節の屈曲角度変化の解析 日本スティミュレーションセラピー学会

会誌(2435-7596)2巻1号 Page67-73(2021.03)

139. �田口 健介, 石川 篤, 安保 雅博. 上肢機能へのアプローチ　ボトックス治療と低頻度経頭蓋磁気刺
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激　「反復性経頭蓋磁気刺激治療と集中的リハビリテーション治療の併用-NEURO」と「ボツリ

ヌス療法」における作業療法　これまでの到達点とこれから目指すビジョン. 作業療法ジャーナ

ル55巻8号 Page873-877(2021.07)

140. �羽田 拓也, 安保 雅博. 内科医がよく診る疾患のリハビリテーション診療　脳血管障害. Medical 

Practice38巻10号 Page1495-1499(2021.10)

141. �安保 雅博, 木下 翔司. 【脳卒中・循環器病対策基本法の下での脳卒中診療】脳卒中・循環器病対策

基本法の下でのリハビリテーション医療の今後の展開. 日本医師会雑誌）150巻1号 Page75(2021.04)

142. �原 貴敏, 安保 雅博. 痙縮に対する神経ブロック（ボツリヌス療法など）. MEDICAL 

REHABILITATION261号 Page35-43(2021.05)

143. �羽 田 拓 也, 安 保 雅 博. 急 性 期 に お け る 評 価 と 予 後 予 測（ 解 説 ） MEDICAL　

REHABILITATION(1346-0773)282号 Page9-14(2022.12)

144. �江 崎 祥 太, 安 保 雅 博. 高 次 脳 機 能 障 害 へ の 対 応 は？ 検 査 や 診 断 法. MEDICAL　

REHABILITATION(1346-0773)276号 Page178-184(2022.07)

145. �江崎 祥太, 安保 雅博. 肩手症候群に対する治療法は?　その有効性や投与量など（解説）. 

MEDICAL REHABILITATION(1346-0773)276号 Page153-156(2022.07)

146. �木下 翔司, 安保 雅博脳卒中後の転倒による大腿骨近位部骨折症例の管理・対応は？　リハビリ

テーションの進め方. MEDICAL REHABILITATION(1346-0773)276号 Page66-69(2022.07)

147. �新見 昌央, 安保 雅博. リハビリテーションの変遷と展望. 日本臨床(0047-1852)80巻増刊1 最新臨床

脳卒中学（上） Page28-33(2022.01)

Ｄ．著書

D-1. 著書（編集）

148. �安保雅博. 上肢ボツリヌス療法とリハビリテーション医療　新興医学出版　2020

149. �安保雅博. 急性期のリハビリテーション医学・医療テキスト. 東京: 金芳堂, 2020.

D-2. 著書（監修）

150. �安保雅博　リハビリテーション医学　羊土社　2018

151. �安保雅博、中山恭秀　慈恵医大リハビリ科式 家トレ 扶桑社ムック 2021

D-3. 著書（分担執筆）

152. �脳神経疾患最新の治療　2021-2023竹川徹、安保雅博　痙縮に対するボツリヌス治療　南江堂　

317-319

153. �リハビリテーション医学・医療コアテキスト. 東京: 医学書院, 2018. 新見昌央, 安保雅博. 集中治

療室におけるリハビリテーション診療　P. 236-7

154. �リハビリテーション医学・医療コアテキスト. 東京: 医学書院, 2018.

155. �リハビリテーション医療の展開

　・木村郁夫, 安保雅博.ロボットP. 286-7.

　・山田尚基, 安保雅博.再生医療.  P. 288-9.
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　・原 貴敏, 安保雅博.Brain Machine Interface(BMI). P. 289-90.

　・佐々木信幸, 安保雅博.非侵襲的脳神経刺激. P. 290-2.

　・竹川　徹, 安保雅博. 痙縮治療. P. 293-4.

　・宮村紘平, 安保雅博. ICF P. 294-5.

　・武原　格, 安保雅博. 障がい者の自動車運転. P. 296-7.

　・巷野昌子, 安保雅博. 漢方とリハビリテーション医学・医療. P. 297-9.

156. �生活期のリハビリテーション医学・医療テキスト 東京: 医学書院,　2020.

　・宮村紘平, 安保雅博. 通所リハビリテーション. P.43-7

　・坪井麻里佳, 安保雅博. 訪問リハビリテーション. P.48-52

　・山田尚基, 安保雅博. リハビリテーション診断の項目と治療目標の設定. P.71-2

　・木下翔司, 安保雅博. 生活期のリハビリテーション治療の選択とその処方. P.73-83

　・山田尚基, 安保雅博. 生活期のリハビリテーション診療の評価法. P.215-9

　・巷野昌子, 安保雅博. 生活期のリハビリテーション診療に役立つ漢方薬の知識. P.220-1

157. �安保雅博、中山恭秀　寝たきり老後がイヤなら毎日とにかく歩きなさい！　すばる舎　2018

158. �安保雅博、中山恭秀　何歳からでも丸まった背中が２ヶ月で伸びる！　すばる舎　2019

159. �安保雅博、中山恭秀　70歳すぎても歩ける体になる! だいわ文庫 2022
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　薬学と臨床の現場をつなぐ部門として開設され，「地域とともに生きる」と

いう青森大学の学則に則り，大学と病院が協力し合うことで地域に貢献できる

よう研究および啓蒙活動を実施することを目的とする．

１）青森県に特有な疾患に対する薬剤の疫学的研究

２）後発品に関連する薬剤特性に関する研究

３）医薬品の適量使用を目指した研究

４）疾病の遺伝学的研究

５）健康に関する啓蒙活動

６）薬剤師不足解消に関わる教育検討および啓蒙活動

�

「しあわせあおもり」に生きるセミナー

　定期的に開催し，地域住民の健康増進の啓蒙活動を行う．平成29年度から13

回実施している. 

大人のための教養教室～Dr.小松の薬膳講座～

　薬学部のリソースを活用した薬学に対する認知度向上のために開講している．

薬学部４年生科目「臨床医学概論」

　さまざまな領域における疾患の症状、発症機構、診断法、治療法を医師の立場から講義する．平成

29年度４名７コマ，平成30年度４名７コマ，平成31年（令和元年）度６名７コマ，令和２年度９名９

コマ，令和３年度９名９コマを新都市病院の先生に講義を担当していただいた．

遺伝学的成果（疾病の遺伝学的研究）

　クロイツフェルト・ヤコブ病は，感染性異常型プリオンタンパク質が主要病原体である新しい概念

の疾患であり，その治療法は確立されていない．また，正常型プリオンの機能は明らかになっていな

い．GPR126は，髄鞘という神経の機能に必要な構造体の形成に関与する受容体として知られていた

が，GPR126のリガンドとして正常型プリオンが報告された．本研究の目的は，正常型プリオンの生

理的機能を解明することで，プリオン病とGPR126との関連を明らかにし，またプリオン病の治療法

の糸口にすることである．

　今までに，GPR126Gainドメインに対する抗体を作製、プリオン遺伝子，C末端およびN末端欠損型

プリオン遺伝子のクローニングと大腸菌発現系でのリコンビナントタンパク質の精製を行ない，プリ

オンタンパク質のGPR126を介した神経系細胞に対する効果を検討している．

臨床薬学部門
主任研究員　水野　憲一 教授　
研　究　員　津田　岳夫 准教授

部門の目的

過去の成果
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「しあわせあおもり」に生きるセミナー

　昨年度に続き本年度もコロナウイルス感染症拡大防止のため、開催を中止した．

薬学部４年生科目「臨床医学概論」

　本年度は８名９コマ新都市病院の先生に講義を担当していただいた．

遺伝学的成果（疾病の遺伝学的研究）

正常型プリオンのGPR126シグナル伝達系に対する新たな効果

　今年度は，プリオンタンパク質やGPR126が神経系の細胞にどのような影響を与えるのかを解析した．

　プリオンタンパク質（hPrP）は，GPR126のリガンドとして作用することが報告されてN末端半分

であるhPrP2（23-110アミノ酸）と6-His-GST融合タンパク質を大腸菌発現系により調製し，精製した

プリオンタンパク質を用いて実験を行った．細胞分化のモデル細胞としてU87グリア細胞腫を用い，

GPR126が発現していない細胞とGPR126を発現させた細胞に，精製したhPrP2-6His-GST融合タンパ

ク質を加えて培養後，それぞれの細胞からRNAを抽出した．神経系細胞のマーカー遺伝子の発現をq 

PCRにより解析し，リガンドとしての効果を検討した．実験の結果，プリオン添加あるいは GPR126

の発現により細胞系譜が変化することがわかった．

薬剤師不足解消に関わる教育検討および啓蒙活動

　今年度は秋田県大館市の薬剤師体験セミナー，青森県の薬剤師体験セミナーともに対面による開催

となった．高校生科学研究コンテストは，昨年度に続き例年通り発表形式での開催を実施することが

できた．薬剤師体験セミナー，高校生科学研究コンテストの成果は薬学会および薬学教育学会でのポ

スター発表を行なっている．

　本年度もコロナウイルス感染症拡大防止のため、「しあわせあおもり」に生きるセミナー，地域住

民に対する啓発活動の一環として「大人のための教養教室～Dr.小松の薬膳講座～」は開催を中止した．

�

　コロナウイルス感染症による行動抑制が解除され，2026年度には第80回国民

スポーツ大会（旧国民体育大会（国体））が青森で開催されることから，今後，

様々なスポーツ大会が盛んに開催されると予想される．今年度は，青森山田学

園の強みであるスポーツ開催に関して，薬学的見地からコロナ感染症に対する予防策を提案し，ま

た，スポーツと薬物についての啓蒙活動を推進する．

　また，新都市病院の薬剤科と徐々に交流が進んでいるものの，更なる臨床研究面での連携や医療問

題での解決を図る様，関係構築に努める．

　薬学部４年生科目である「臨床医学概論」では，平成29年度より新都市病院の先生方が一部担当し

ている．今後，ますます協力体制を強化するとともに，教育成果の解析を進める．

　免疫学的検討では，精製したプリオンタンパク質を用いて，神経細胞や骨細胞に対する機能を解析し

ていく．正常型プリオンタンパク質の神経細胞に対する効果を調べることで，不明であったプリオンタ

ンパク質の生理的役割が解明できる．またこの研究をさらに発展させ，プリオン病の原因となる異常型

プリオンが神経細胞に及ぼす影響の解明に繋がる．また，疾患との関連が示唆されていたGPR126の機

今後の展開

今年度の成果
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能解析が解明され，脱髄性疾患や思春期突発性側湾症の治療に結びつくことが期待される．

�

原著論文（邦文誌）

1. �水野憲一　神経の構築におけるadhesion GPCRの役割　脳神経内科 94, 482-487 (2021).

学会発表

2. �井沼 道子1, 杉原 啓介1, 石岡 憂聖1, 乳井 涼1, 葛西 嘉駿1, 古舘 澄人1, 工藤 貴史1, 三上 智治2, 中西 俊

博2, 廣津 千絵子2, 栁谷 浩紀2, 三浦 裕也1（１青森大薬, ２中央薬品）「アンジオテンシンⅡ受容体遮

断薬（ARB）先発品・後発品の薬局来訪者における認知度及び使用実態に関する研究」日本薬学

会第139年会　2019年３月20, 21, 22, 23日　千葉

3. �水谷征法、大越絵実加、多田智美、堀端孝俊、三浦裕也、水野憲一 （青森大薬）青森大学高大連携

プログラム「高校生科学研究コンテスト」の実施と参加生徒が希望する進路の意識調査　第４回日

本薬学教育学会大会　2019年８月24, 25日　大阪

4. �水谷征法、大越絵実加、多田智美、佐藤昌泰、三浦裕也、水野憲一　高大連携プログラム「高校

生科学研究コンテスト」参加者のアンケート調査からみる地方創生を目指す青森大学薬学部の役割　

日本薬学会第141年会　2021年３月27日　広島

5. �堀松 星翔1、水野 憲一1、大越 絵実加1, 2（１青森大薬、２青森大SDGs研セ）中学生を対象とした理

科（化学）実験教材による主体的・対話的で深い学びの検証　第６回薬学教育学会2021年８月21, 

22日　名古屋

6. �水谷 征法1、多田 智美1、大越 絵実加1, 2、水野 憲一1 （1. 青森大薬、2. 青森大SDGs研セ） 高大連携

プログラム「高校生科学研究コンテスト」参加者のアンケート調査からみる地域における青森大学

薬学部が目指す方向性 日本薬学会第142年会　2022年３月26日　広島

7. �多田 智美1、堀松 星翔1、水野 憲一1、大越 絵実加1, 2 （1. 青森大薬、2. 青森大SDGs研セ）地域薬剤

師との交流が中学生の職業観にもたらす効果　日本薬学会第142年会 2022年３月26日 広島

8. �堀松 星翔1、水谷 征法1、水野 憲一1、三浦 裕也3、大越 絵実加1, 2（１青森大薬、２青森大SDGs研

セ, ３医療福祉大院薬）地方創生を基盤とする持続可能な社会の創り手を育むESD教材の開発　日

本薬学会第142年会　2022年３月26日 広島

9. �堀松 星翔1, 2、三浦 裕也1、水野 憲一3、大越 絵実加3, 4（１医療福祉大院薬、２丸大サクラヰ薬局、

３青森大薬、４青森大SDGs研セ）中学生を対象とした「主体的・対話的で深い学び」を促す理科

実験プログラムの学習効果と応用　第68回日本生薬学会　2022年９月10, 11日　愛媛

講演会開催

　『「しあわせあおもり」に生きるセミナー』

　平成29年度〜令和２年度

　　　第１回　６月25日

　　　　　　「青森県の健康寿命延伸に向けた対策」

　　　　　　　講師：松坂　育子（青森県がん生活習慣病対策課主幹）
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　　　第２回　９月23日

　　　　　　「高齢者の上手な栄養の摂り方、摂らせ方」

　　　　　　　講師：淺利　和宏（青森市健康部 青森市保健所）

　　　第３回　11月19日

　　　　　　「まちかど薬局の使命 ～薬剤師が通院困難患者へできること～」

　　　　　　　講師：高橋　学（有限会社イクス 安田調剤薬局）

　　　第４回（平成30年２月10日）

　　　　　　「あなたの睡眠の悩みを解消する睡眠と睡眠薬のお話」

　　　　　　　講師：善本　正樹（協和病院　院長　秋田県大仙市）

　　　第５回（平成30年３月17日）

　　　　　　「口腔ケアと健康生活」

　　　　　　　講師：高谷　和彦（青森市歯科医師会　会長）

　　　第６回　６月30日

　　　　　　「そもそもクスリはなぜ効くんだろう？」

　　　　　　　講師：三浦　裕也（青森大学 薬学部長）

　　　第７回　７月29日

　　　　　　「血液で分かる私たちの健康」

　　　　　　　講師：柴崎　至（青森県赤十字血液センター所長）

　　　第８回　９月15日

　　　　　　「なぜ今、漢方薬？」

　　　　　　　講師：上田　條二（青森大学 名誉教授）

　　　第９回　11月17日

　　　　　　「腰の大切さ－あなたの腰は大丈夫？」

　　　　　　　講師：末綱　太（青森新都市病院 副院長）

　　　第10回　平成31年１月26日

　　　　　　「がん治療最前線：放射線でがんは治るの？

　　　　　　～放射線を少し理解、そして放射線治療の今～」

　　　　　　　講師：成田　雄一郎（青森新都市病院 医学物理室 室長、放射線治療科 科長）

　　　第11回　令和元年６月22日

　　　　　　「その人らしく生きるために ～排泄介助をとおして」

　　　　　　　講師：佐藤　晴美（あすなろ療育福祉センター 看護師）

　　　第12回　令和元年９月21日

　　　　　　「転ばぬ先の杖 〜身近な感染症の予防法〜」

　　　　　　　講師：清水　保明（青森大学薬学部 教授）

　　　第13回　令和元年12月７日

　　　　　　「災害時、薬はあなたの元に届くのか？

　　　　　　〜普段から自分たちにできること〜」

　　　　　　　講師：金野　良則（気仙中央薬局 薬剤師）
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　『大人のための教養教室～Dr.小松の薬膳講座～』

　　　第１回　令和３年 10月30日

　　　　　　　テーマ：寒さに負けない、冷え症対策！

　　　　　　　１．ラムの香味焼き

　　　　　　　２．カボチャと小豆のポタージュ

　　　　　　　３．入浴剤

　　　第２回　令和３年 11月21日

　　　　　　　テーマ：晩秋の生活習慣病

　　　　　　　～冬ごもりの前に薬膳で生活習慣を見直しませんか？～

　　　　　　　メニュー

　　　　　　　１．糖尿病：「山芋と生姜のおかゆ」 

　　　　　　　　　血糖を下げ、体を温める

　　　　　　　２．高血圧：「トマトとセロリのサラダ（バジル風味）」 

　　　　　　　　　気を鎮め、降圧作用を助ける

　　　　　　　３．神経痛：「黒豆とニラのスープ」 

　　　　　　　　　冷えと湿気を除き、痛みを緩和する

　　　第３回　令和３年 12月12日

　　　　　　　テーマ：コロナよさらば。新年は希望を持とう！

　　　　　　　　　　　不老長寿を願って、お屠蘇を造ろう！

　　　　　　　メニュー

　　　　　　　１．屠蘇散

　　　　　　　２．鶏のあったか鍋
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 スポーツ・医療・健康サミット�
� 青森大学脳と健康科学研究センター　主任研究員　日浦幹夫　教授

 青森大学・神奈川工科大学連携セミナー�
青森大学脳と健康科学研究センター 主任研究員　日浦幹夫　教授

 「高齢健常者の自己効力感の向上、認知機能の保持を目的とした運動介入」事業�
� 青森大学脳と健康科学研究センター 主任研究員　日浦幹夫　教授

 Mirogabalin for Central Neuropathic Pain After Spinal Cord Injury,�
 A Randomized, Double-Blind, Placebo-Controlled, Phase ３ Study in Asia�
� 青森大学脳と健康科学研究センター　センター長　片山容一　教授

 Long ｰ Term Safety and Efficacy of Mirogalin for Central Neuropathic
 Pain ： A Multinational,  Phase 3,52-Week, open-Label Study in Asia�

                       青森大学脳と健康科学研究センター　センター長　片山容一　教授

 脳神経疾患の診察・検査・モニタリング　『頭蓋内圧測定と管理』
� 青森大学脳と健康科学研究センター 主任研究員　前田　剛　客員教授

 脳神経外科レビュー　『外傷に伴う高次機能障害』�
� 青森大学脳と健康科学研究センター　主任研究員　前田　剛　客員教授

 頭部外傷・脳神経外科診療　『軽度外傷性脳損傷』�
� 青森大学脳と健康科学研究センター　主任研究員　前田　剛　客員教授

 青消化器内視鏡検査を受けている日本人患者におけるレミマゾラムの最初の容量�
 範囲研究 ： 第Ⅱ相医師主導臨床試験�
� 青森大学脳と健康科学研究センター　主任研究員　前田　剛　客員教授

 『青森健康体操』�
� 青森大学脳と健康科学研究センター　主任研究員　安保雅博　客員教授
� 研究員　鄭　健錫　客員教授

 青森大学　組織図・キャンパスマップ�

 青森大学令和４年度講義出講実績一覧�
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スポーツ・医療・健康サミット
青森大学脳と健康科学研究センター　主任研究員　日浦幹夫　教授
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青森大学・神奈川工科大学連携セミナー
青森大学脳と健康科学研究センター　主任研究員　日浦幹夫　教授
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「高齢健常者の自己効力感の向上、
認知機能の保持を目的とした運動介入」事業

青森大学脳と健康科学研究センター　主任研究員　日浦幹夫　教授
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Mirogabalin for Central Neuropathic Pain After Spinal Cord Injury, 
A Randomized, Double-Blind, Placebo-Controlled, Phase 3 Study in Asia

青森大学脳と健康科学研究センター　センター長　片山容一　教授
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Longｰ Term Safety and Efficacy of Mirogalin for Central Neuropathic
Pain : A Multinational,  Phase 3,52-Week, open-Label Study in Asia

青森大学脳と健康科学研究センター　センター長　片山容一　教授
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脳神経疾患の診察・検査・モニタリング
『頭蓋内圧測定と管理』
青森大学脳と健康科学研究センター　主任研究員　前田　剛　客員教授
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脳神経外科レビュー『外傷に伴う高次機能障害』

青森大学脳と健康科学研究センター　主任研究員　前田　剛　客員教授
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頭部外傷・脳神経外科診療『軽度外傷性脳損傷』

青森大学脳と健康科学研究センター　主任研究員　前田　剛　客員教授
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青消化器内視鏡検査を受けている日本人患者における
レミマゾラムの最初の容量　範囲研究 ： 第Ⅱ相医師主導臨床試験

青森大学脳と健康科学研究センター　主任研究員　前田　剛　客員教授
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『青森健康体操』

　安保雅博主任研究員考案の「青森健康体操」　研究は順調に参加者を増やし、健康寿命の延伸へ

と歩みを進めております。本研究は年齢、基礎疾患などに関わらずあらゆる階層を対象としており、

健康体操を用いた継続的な運動による脳機能及び身体機能の変化や効果などを科学的に明らかにす

ることを目的にしています。令和５年度は、昨年度から実施しているボランティアの方々の評価・

分析を進めるとともに、より多くの青森県在住の低年齢から高年齢までの幅広い健常人を対象にボ

ランティアとして登録して頂き、「青森発」の科学的妥当性を伴った健康体操として地位を確立し

ていければと思っております。

主任研究員　安保　雅博

研　究　員　鄭　　健錫

研　究　員　増田　和明

青森大学脳と健康科学研究センター　主任研究員　安保雅博　客員教授
研　究　員　鄭　健錫　客員教授
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  脳と健康科学研究センター 

青森大学 脳と健康科学研究センター【青森大学組織図】 

青森山田学園本部    

青 森 大 学  

  学 部    総合経営学部        総合経営学科 
社会学部          社会学科 
ソフトウェア情報学科    ソフトウェア情報学科 
薬学部           薬学科 

  青森ねぶた健康研究所 

  日本語教育センター 
  付属図書館 
  オープンカレッジ 
  付属総合研究所   

 SDGs 研究センター 
観光文化研究センター 
ブランディング研究センター 

  社会連携センター    地域貢献センター 
  国際交流センター 
  情報化推進センター 

脳と健康科学研究センター研究棟

青森大学　脳と健康科学研究センター
【青森大学組織図】
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青森大学薬学部　令和４年度講義
出 講 実 績 一 覧

総合経営学部

講　　　義 担　当 日　程

生理学　３年前期・２単位（教職課程必須） 日浦　幹夫 毎週水曜日 ４限

衛生学　３年後期・２単位（教職課程必須） 日浦　幹夫 毎週水曜日 ４限

薬　 学 　部

講　　　義 担　当 日　程

地域と健康Ⅲ　４年後期（分担）　１単位　必須 日浦　幹夫
10月12日（水）
10月19日（水）

臨床医学概論

講　　　義 担　当 日　程

救急医学領域 高屋　誠吾 10月４日（火）

整形外科領域 末綱　　太 11月８日（火）

乳腺外科・甲状腺外科領域 西　　隆志 11月10日（木）

リハビリテーション医学領域 鄭　　健錫 11月15日（火）

歯科口腔外科領域 眞宮　　淳 11月21日（月）

消化器疾患・代謝疾患領域 三浦　　心 11月22日（火）

脳神経外科領域 前田　　剛 11月22日（火）

麻酔科領域 前田　　剛 11月29日（火）

呼吸器疾患 日浦　幹夫 12月15日（木）
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